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2026 年 3 月 27 日 
株式会社日⽴社会情報サービス 

医療従事者が医薬品安全性情報を迅速に検索・閲覧できるシステムを、 
科研製薬へ導⼊ 
〜副作⽤などの安全性情報を素早く提供、医療現場におけるニーズへ迅速に対応〜 

 

株式会社日⽴社会情報サービス（本社：東京都／代表取締役 取締役社⻑：北川 ⾼維）は、医薬

品の安全性情報を医療現場でタイムリーに検索・閲覧できるシステムを、科研製薬株式会社（以下、科研製

薬）にて構築しました。 

従来医療従事者は、医薬品の安全性について情報を得たい場合は製薬会社のMR（Medical 

Representative：医薬情報担当者）へ問い合わせを⾏うケースが多く、時間を要していました。本システムの

導⼊により、医療現場から直接、必要としている副作⽤情報（件数、発現時期、転帰など）を検索、閲覧

できるようになり、医療現場におけるニーズへ迅速に応えることが可能になりました。 

 
科研製薬におけるシステム活⽤のイメージ 

 

本システムの特⻑ 

1. 各種データの統合・可視化により業務⾼度化を実現 
医療従事者が安全性情報を迅速に把握できるようになり、処⽅判断に役⽴てられます。 
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2. 直感的な操作により現場でタイムリーな分析を実現 
医療従事者が現場で即座に情報を確認できるよう、直感的な操作性とタイムリーな情報提供を実現しま
す。医療従事者との信頼関係強化にも貢献します。 

3. さまざまな項目から安全性情報の検索が可能 
製品・副作⽤・患者情報などからの検索、グラフからの絞り込みなど、豊富な検索条件を設定できます。 

 

科研製薬株式会社 安全性情報部様からのエンドースメント 

本システムの導⼊により、最新の副作⽤情報を速やかに医療従事者に提供できるようになりました。本サービス
が医療従事者の⽅々の日々の診療の一助となることを期待しています。 

 

今後の取り組み 

日⽴社会情報サービスは今後、他の製薬企業への展開や、医療機関との連携強化を視野に⼊れ、サービス

の機能拡張を進めていきます。 

 

関連リンク 

・「医薬品安全性情報利活⽤サービス」の Web サイト 

https://www.hitachi-sis.co.jp/sp/safety/index.html 

今回の事例以外の導⼊例も紹介しています。 

 

お問い合わせ先 
株式会社日⽴社会情報サービス 

お問い合わせWebフォーム： 

https://inquiry.hitachi-sis.co.jp/webapp/form/24221_pvjb_8/index.do?a=43 

以上 


